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明
治
維
新
以
降
�
わ
が
国
は
ヨ
ü
ロ
Ã

パ
の
列
強
に
対
応
し
�﹁
殖
産
興
業
﹂�﹁
富

国
強
兵
﹂
策
を
と
c
た
�
こ
の
た
め
明
治

政
府
は
�
鉄
道
�
道
路
�
築
港
�
干
拓
�

疏
水
�
河
川
改
修
�
水
力
発
電
�
上
下
水

道
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
図
c
た
�
こ
れ

ら
の
土
木
事
業
は
国
土
の
急
速
な
変
貌
を

も
た
ら
し
た
が
�
近
代
国
家
の
形
成
に
寄

与
し
た
�

田
辺
朔
郎
を
編
纂
委
員
長
と
し
た
�
工

学
会
・
啓
明
会
編
﹃
明
治
工
業
史

土
木

篇
﹄
︵
工
学
会
・
明
治
工
業
史
発
行
所

１

９
２
９
︶
に
は
�
道
路
・
軌
道
は
池
田
圓

の
ぶ

男お

�
砂
防
は
赤
木
正
雄
�
河
川
は
金
森
鍬

太
郎
・
三
浦
矩
明

の
り
あ
き

�
築
港
は
廣
井
勇
�
上

下
水
道
は
中
島
鋭
治
�
運
河
・
水
力
発

電
・
土
木
教
育
は
中
山
秀
三
郎
�
農
業
土

木
は
近
藤
仙
太
郎
�
軍
事
土
木
は
伴

ば
ん

宣
の
ぼ
る

�

航
路
標
識
は
石
橋
詢
彦

あ
や
ひ
こ

等
の
執
筆
に
よ
c

て
�
明
治
期
の
全
国
的
な
重
要
な
土
木
事

業
が
纏
め
ら
れ
た
�
こ
の
土
木
事
業
の
完

成
に
は
�
明
治
政
府
が
招
聘
し
た
１
０
０

０
人
近
い
外
国
人
技
術
者
・
お
雇
い
外
国

人
の
活
躍
が
担
c
て
い
た
�
お
が
た
ひ
で

き
・
文
﹃
お
や
と
い
外
国
人
と
よ
ば
れ
た

人
た
ち
﹄
︵
全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ü

１

９
９
８
︶
に
�
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
鉄
道

建
設
�
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
る
河
川
改
修
を

捉
え
て
い
る
�

エ
ド
モ
ン
ド
・
モ
レ
ル
は
東
京
・
横
浜

間
の
鉄
道
建
設
に
尽
力
し
�
そ
の
後
を
継

い
だ
ダ
イ
ア
Ã
ク
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
完

成
さ
せ
た
�
当
時
の
人
た
ち
は
鉄
道
建
設

に
関
心
は
薄
く
�
無
用
�
不
要
�
売
国
行
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為
と
反
対
し
た
と
い
う
�
リ
チ
ヤ
ü
ド
・

Ｈ
・
ブ
ラ
ン
ト
ン
は
下
田
港
神
子
元
島
に

灯
台
を
造
り
�
９
年
間
で
30
の
灯
台
を
建

て
た
�
イ
ギ
リ
ス
士
官
学
校
出
身
の
技
術

将
校
Ｈ
・
Ｓ
・
パ
ü
マ
ü
は
�
相
模
川
の

水
を
津
久
井
地
区
か
ら
鉄
管
で
�
横
浜
ま

で
水
道
を
敷
設
し
た
�
樋
口
次
郎
著
﹃
祖

父
パ
ü
マ
ü
﹄
︵
有
隣
堂

１
９
９
８
︶
に
�

そ
の
業
績
を
辿
る
�

河
川
土
木
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者
11

人
が
来
日
�
フ
ア
ン
・
ド
ü
ル
ン
は
野
蒜

の
び
る

築
港
�
安
積
疏
水
施
工
に
携
わ
c
た
�
疏

水
で
恩
恵
を
受
け
た
農
民
た
ち
は
ド
ü
ル

ン
の
像
を
建
て
た
�
太
平
洋
戦
争
末
期
に

金
属
類
の
供
出
が
始
ま
c
た
と
き
に
は
�

こ
の
銅
像
は
密
か
に
農
民
た
ち
に
よ
c
て

隠
さ
れ
�
戦
後
に
復
元
さ
れ
た
�
そ
の
こ

と
を
鶴
見
正
夫
作
﹃
か
く
さ
れ
た
オ
ラ
ン

ダ
人
﹄
︵
金
の
星
社

１
９
７
４
︶
で
描
か

れ
て
い
る
�

さ
ら
に
福
井
の
三
国
港
�
改
良
案
を
作

成
し
た
エ
Ã
セ
ル
�
リ
ン
ド
ウ
と
ム
ル
デ

ル
に
よ
る
利
根
運
河
の
完
成
�
そ
し
て
�

日
本
の
河
川
を
隈
な
く
踏
査
し
�
河
川
改

修
に
取
り
組
ん
だ
デ
・
レ
ü
ケ
は
�
木
曽

川
�
長
良
川
�
揖
斐
川
の
三
川
の
水
害
を

防
ぐ
案
と
し
て
﹁
三
川
を
完
全
に
分
離
す

る
﹂﹁
堤
防
を
高
め
�
浚
渫
を
行
う
﹂﹁
土

砂
を
川
の
流
れ
の
力
で
�
海
中
へ
流
す
よ

う
に
河
道
を
延
長
す
る
﹂﹁
舟
運
を
連
結
す

る
た
め
水
門
を
つ
く
る
﹂
な
ど
を
提
案
�

１
８
８
７
�
１
８
９
１
年
︵
明
治
20
�
24
︶

に
か
け
て
工
事
が
行
な
わ
れ
�
そ
の
後
水

害
は
減
災
し
た
�
ま
た
�
暴
れ
川
・
常
願

寺
川
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
�﹁
堤
防
を
高

め
川
幅
を
と
る
﹂﹁
白
岩
川
を
分
離
し
て
放

水
路
を
つ
く
る
﹂﹁
土
砂
の
溜
ま
る
用
水
路

取
水
口
を
な
く
す
﹂
な
ど
の
工
事
を
行
な

c
た
�
デ
・
レ
ü
ケ
に
つ
い
て
は
�
オ
ラ

ン
ダ
ま
で
取
材
し
た
上
林
好
之
著
﹃
日
本

の
川
を
甦
ら
せ
た
技
師
デ
・
レ
£
ケ
﹄︵
草

思
社

１
９
９
９
︶
�
小
説
化
し
た
三
宅
雅

子
の
﹃
乱
流
﹄
︵
東
都
書
房

１
９
９
１
︶
�

建
設
省
木
曽
川
工
事
事
務
所
編
・
発
行

﹃
デ
・
レ
ü
ケ
と
そ
の
業
績
﹄︵
１
９
８
７
︶�

吉
野
川
資
料
研
究
会
編
﹃
工
師
デ
・
レ
ü

ケ
吉
野
川
検
査
復
命
書
﹄︵
徳
島
工
事
事
務

所
１
９
９
６
︶
の
書
が
み
ら
れ
る
�

お
雇
い
外
国
人
の
意
義
に
つ
い
て
�

﹁
近
代
科
学
と
未
知
の
技
術
へ
の
道
を
案
内

人
と
な
c
た
こ
と
﹂﹁
土
木
や
建
設
の
工
事

に
は
総
合
す
る
力
が
必
要
な
こ
と
を
示
し

た
こ
と
﹂﹁
単
な
る
物
知
り
で
な
く
�
実
際

の
状
況
や
様
子
に
応
じ
て
対
処
す
る
真
の

科
学
の
姿
を
伝
え
た
こ
と
﹂﹁
最
新
の
科
学

技
術
に
携
わ
る
者
は
高
い
見
識
と
理
想
を

追
い
求
め
る
人
格
を
備
え
る
こ
と
﹂
を
教

え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
�
１
８
８
７
年

︵
明
治
20
︶
外
国
人
た
ち
は
次
第
に
帰
国
し

て
行
く
が
�
欧
米
に
学
ん
だ
留
学
生
や
国

内
で
育
c
た
日
本
人
た
ち
に
よ
c
て
�
日

本
の
技
術
の
自
立
が
可
能
と
な
c
て
き
た
�

こ
の
よ
う
に
�
お
雇
い
外
国
人
は
日
本

の
技
術
者
に
対
し
�
高
い
技
術
力
と
現
場

主
義
の
大
切
さ
�
そ
し
て
人
格
に
ま
で
影

響
を
与
え
た
�
こ
こ
に
日
本
人
技
術
者
の

努
力
と
自
立
を
捉
え
た
�
お
か
だ
ひ
で
き

文
﹃
近
代
土
木
の
夜
明
け
﹄︵
全
国
建
設
研

修
セ
ン
タ
ü

１
９
９
８
︶
に
は
�
京
都
・

大
津
間
の
鉄
道
建
設
・
逢
坂
山
の
ト
ン
ネ

ル
工
事
を
指
揮
し
た
井
上
勝
�
フ
ラ
ン
ス

留
学
を
終
え
�
河
川
工
学
を
学
び
�
全
国

古賀 邦雄
こが くにお

水・河川・湖沼関係文献研究会
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札
幌
農
校
教
授
の
ま
ま
小
樽
築
港
事
務
所

長
に
な
り
�
北
防
波
堤
を
完
成
さ
せ
�
第

二
期
工
事
も
１
９
２
２
年
︵
大
正
11
︶
に

完
成
さ
せ
た
�
日
本
海
の
荒
波
や
暴
風
雨

に
耐
え
る
防
波
堤
の
築
造
に
は
コ
ン
ク
リ

ü
ト
の
強
さ
を
試
験
す
る
た
め
６
万
個
の

試
作
品
が
つ
く
ら
れ
た
�
こ
の
工
事
の
経

験
か
ら
﹁
築
港
﹂
全
５
巻
が
纏
め
ら
れ
た
�

﹁
廣
井
君
あ
り
て
明
治
・
大
正
の
日
本
は
清

き
エ
ン
ジ
ニ
ア
ü
を
持
ち
ま
し
た
�﹂︵
内

村
鑑
三
︶﹁
廣
井
君
が
身
を
汚
さ
ず
�
心
を

汚
さ
ず
世
を
渡
c
た
事
は
終
生
の
感
謝
で

あ
る
�﹂︵
新
渡
戸
稲
造
︶
と
�
廣
井
の
人

格
を
評
し
て
い
る
�
以
上
を
見
て
く
る
と
�

水
利
土
木
者
た
ち
は
�
近
代
国
家
を
創
り

あ
げ
る
た
め
に
﹁
努
力
と
自
立
と
清
潔
﹂

を
身
を
持
c
て
実
行
し
て
き
た
と
い
え
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
�

さ
ら
に
�
前
述
の
流
れ
を
く
む
水
利
土

木
者
た
ち
に
関
す
る
書
を
掲
げ
る
�

日
本
で
初
の
パ
ナ
マ
運
河
の
建
設
に
従

事
し
�
荒
川
放
水
路
�
信
濃
川
大
河
津
分

水
路
を
竣
工
さ
せ
た
青
山
士

あ
き
ら

�
高
崎
哲
郎

著
﹃
評
伝
青
山
士
の
生
涯
﹄
︵
講
談
社

１

９
９
４
︶
�
青
山
士
写
真
集
編
集
委
員
会

編
﹃
後
世
へ
の
遺
産
﹄
︵
山
海
堂

１
９
９

４
︶�
青
山
と
と
も
に
大
河
津
分
水
路
を
成

し
遂
げ
た
宮
本
武
之
輔
�
高
崎
哲
郎
著

﹃
工
人

宮
本
武
之
輔
の
生
涯
﹄︵
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
社

１
９
９
８
︶
�
台
湾
の
上
下
水

道
の
建
設
に
尽
力
し
た
浜
野
弥
四
郎
�
稲

葉
紀
久
雄
著
﹃
都
市
の
医
師
﹄︵
水
道
産
業

新
聞
社

１
９
９
３
︶
�
台
湾
烏
山
頭

う
さ
ん
と
う

ダ
ム

を
建
設
し
�
台
湾
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
た

八
田
與
一
�
古
川
勝
三
著
﹃
台
湾
を
愛
し

た
日
本
人
﹄︵
青
葉
図
書

１
９
８
９
︶�
斎

藤
充
功

み
ち
の
り

著
﹃
百
年
ダ
ム
を
造
c
た
男
﹄

︵
時
事
通
信
社

１
９
９
７
︶�﹁
耐
震
工
学
﹂

の
学
問
分
野
を
開
拓
し
た
物
部
長
穂
�
川

村
公
一
著
﹃
土
木
工
学
界
の
巨
星

物
部

長
穗
﹄
︵
無
明
舍
出
版

１
９
９
６
︶
�
植

林
・
造
園
・
産
業
振
興
を
図
c
た
本
多
静

六
�
遠
山

益
す
す
む

著
﹃
本
多
静
六

日
本
の

森
林
を
育
て
た
人
﹄
︵
実
業
之
日
本
社

２

０
０
６
︶�

以
上
�
近
代
の
夢
を
描
い
た
水
利
土
木

者
た
ち
を
追
c
て
き
た
�
そ
の
精
神
の
根

底
に
は
﹁
欧
米
に
追
い
つ
く
こ
と
﹂�
即
ち

民
族
的
な
バ
イ
タ
リ
テ
£
ü
と
﹁
日
本
の

国
の
た
め
﹂
と
い
う
ナ
シ
ç
ナ
リ
ズ
ム
の

結
実
が
あ
る
�
明
治
人
�
大
正
人
の
強
い

個
性
�
自
信
�
情
熱
�
そ
し
て
無
私
�
清

潔
さ
の
精
神
力
が
﹁
用
強
美
﹂
の
備
わ
c

た
土
木
事
業
を
興
し
た
�
お
雇
い
外
国
人

は
わ
が
国
の
た
め
に
尽
力
し
�
客
死
し
た

者
も
多
い
�
逆
に
青
山
士
は
パ
ナ
マ
運
河
�

八
田
與
一
は
烏
山
頭
ダ
ム
の
建
設
に
寄
与

し
た
�

今
日
�
国
際
化
の
波
の
中
で
多
く
の
日

本
人
技
術
者
は
世
界
各
国
で
活
躍
し
て
い

る
�
こ
の
場
合
�
一
番
重
要
な
こ
と
は
現

地
の
一
般
庶
民
の
幸
せ
を
願
う
こ
と
�
現

地
の
人
に
慕
わ
れ
る
仕
事
を
す
る
こ
と
で

あ
る
�
用
強
美
の
優
れ
た
技
術
に
は
�
そ

の
国
を
想
い
や
る
心
が
何
よ
り
も
大
切
で

あ
る
�
こ
の
こ
と
は
国
内
で
も
同
様
で
あ

る
�こ

の
よ
う
な
国
創
り
の
考
え
方
は
�
近

代
土
木
遺
産
と
し
て
�
１
０
０
年
後
も
必

ず
生
き
て
く
る
だ
ろ
う
�
そ
れ
が
真
の
文

明
で
あ
る
�

の
河
川
改
修
に
あ
た
c
た
古
市
公
威

こ
う
い

と
沖

野
忠
雄
�
琵
琶
湖
疏
水
工
事
を
完
成
さ
せ

た
田
辺
朔
郎
�
小
樽
築
港
工
事
を
成
し
遂

げ
た
廣
井
勇
の
５
人
を
描
い
て
い
る
�

土
木
学
会
編
・
発
行
﹃
古
市
公
威
と
そ

の
時
代
﹄︵
２
０
０
４
︶
に
�
古
市
公
威
の

経
歴
を
み
る
と
�
１
８
８
０
年
︵
明
治
13
︶

パ
リ
大
学
を
卒
業
�
帰
国
�
内
務
省
土
木

局
に
入
り
�
信
濃
川
�
阿
賀
野
川
�
庄
川

な
ど
の
工
事
監
督
に
就
く
�
山
縣
有
朋
の

欧
州
巡
回
に
随
行
�
貴
族
院
議
員
�
土
木

局
長
�
逓
信
次
官
�
京
釜
鉄
道
総
裁
�
土

木
学
会
初
代
会
長
�
万
国
工
学
会
会
長
を

歴
任
�
こ
の
間
�
淀
川
改
修
�
新
潟
築
港
�

大
阪
築
港
�
京
釜
鉄
道
�
東
京
地
下
鉄
道

等
に
指
導
的
立
場
で
関
与
し
�
明
治
期
の

国
土
を
つ
く
り
上
げ
た
�
１
９
３
４
年

︵
昭
和
９
︶
永
眠
�
79
歳
で
あ
c
た
�

古
市
は
�
土
木
工
学
の
性
格
に
対
し
�

﹁
余
ハ
極
端
ナ
ル
分
業
ニ
反
対
ス
ル
ナ
リ
�

専
門
分
業
ノ
文
字
ニ
束
縛
セ
ラ
レ
萎
縮
ス

ル
如
キ
ハ
大
ニ
戒
ム
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ
﹂
と

述
べ
て
い
る
�
現
代
で
は
�
土
木
工
学
が

ま
す
ま
す
専
門
分
業
化
し
て
い
る
こ
と
を

古
市
は
ど
う
捉
え
る
の
だ
ろ
う
か
�

沖
野
忠
雄
は
�
古
市
と
同
様
に
フ
ラ
ン

ス
留
学
を
終
え
�
内
務
省
土
木
技
師
と
な

り
�
富
士
川
�
信
濃
川
�
庄
川
�
北
上
川

等
の
工
事
を
監
督
し
�
さ
ら
に
淀
川
改
修

と
大
阪
港
修
築
工
事
に
よ
り
�
そ
の
名
を

不
朽
と
な
ら
し
め
た
�
真
田
秀
吉
著
﹃
内

務
省
直
轄
土
木
工
事
略
史
・
沖
野
博
士
伝
﹄

︵
旧
交
会

１
９
５
９
︶
の
書
が
あ
る
が
�

全
国
の
土
木
工
事
は
ほ
と
ん
ど
沖
野
の
裁

断
を
仰
い
だ
と
い
う
�
沖
野
の
人
格
に
つ

い
て
は
�
大
阪
港
工
事
の
功
労
に
対
し
�

大
阪
市
の
謝
礼
金
を
受
け
取
ら
な
か
c
た

と
か
�
工
区
外
の
淀
川
犬
塚
堤
防
が
壊
れ

た
と
き
�
不
当
な
批
判
に
対
し
て
一
言
も

反
論
せ
ず
に
修
復
工
事
を
行
な
c
た
と
い

う
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
�
ま
た
�
計
画

や
予
算
に
対
し
法
規
や
慣
行
を
た
て
に
妨

害
す
る
者
が
あ
る
と
�
法
や
悪
例
を
改
め
�

正
論
を
貫
い
た
�
故
郷
の
円
山
川
の
改
修

は
後
廻
し
と
し
重
要
な
工
事
を
優
先
し
て
�

退
官
後
に
着
工
す
る
な
ど
と
い
う
話
か
ら

は
�
清
廉
潔
白
な
人
柄
が
し
の
ば
れ
る
�

藤
井
肇
男
著
﹃
土
木
人
物
事
典
﹄︵
ア
テ
ネ

書
房

２
０
０
４
︶
に
よ
れ
ば
�
﹁
１
９
１

１
年
�
内
務
技
監
に
就
任
し
た
沖
野
は
河

川
・
港
湾
の
統
轄
者
と
な
り
�
内
務
省
の

土
木
事
業
は
そ
の
秩
序
を
古
市
公
威
に
よ

c
て
確
立
さ
れ
�
沖
野
に
よ
c
て
技
術
的

に
完
成
さ
れ
た
﹂
と
指
摘
す
る
�

田
辺
朔
郎
は
�
１
８
９
０
年
︵
明
治
23
︶

３
月
�
琵
琶
湖
疏
水
工
事
を
竣
工
さ
せ
�

28
歳
の
若
さ
で
最
初
の
水
力
電
気
事
業
を

興
し
�
現
在
の
京
都
市
発
展
に
寄
与
し
た
�

こ
の
工
事
を
小
説
化
し
た
田
村
喜
子
の

﹃
京
都
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
物
語
﹄︵
新
潮
社

１

９
８
２
︶
は
�
琵
琶
湖
か
ら
長
等
山
の
ト

ン
ネ
ル
�
山
科
盆
地
�
鴨
川
に
至
る
延
長

11
km
の
導
水
工
事
の
苦
闘
を
描
く
�

ク
リ
ス
チ
ã
ン
内
村
鑑
三
�
新
渡
戸
稲

造
の
感
化
を
受
け
た
工
学
博
士
廣
井
勇

い
さ
み

の

生
涯
を
描
い
た
高
崎
哲
郎
著
﹃
山
に
向
か

い
て
目
を
挙
ぐ
﹄
︵
鹿
島
出
版
会

２
０
０

３
︶
に
は
�
１
８
８
３
年
︵
明
治
16
︶
廣

井
は
札
幌
農
学
校
卒
後
�
自
費
で
渡
米
�

河
川
や
鉄
道
の
会
社
で
働
き
�
技
術
者
と

し
て
の
努
力
と
自
立
を
実
践
し
て
帰
国
�




